
1　子ども事業

№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 夏のおはなし会 対面

幼児、小学生向けのおはなし会。
子どもが集中できるプログラムを考慮して＜体を
動かす＞＜じっと静かに聞く＞＜声を出す＞＜メ
ロディーを聴く＞を構成し、子どもの想像力や情
緒を豊かに育てる。

25 1

2 おもしろ理科実験 対面
学校では習わない理科の実験教室。実験前にみん
なが結果の仮説を立てて、なぜそう思うのか、議
論し合う仮説実験事業。

○ 　 ○

3 プログラミング Zoom
小学校で必修学科となったプログラミング。毎回
人気の講座。小学校低学年でもできるプログラミ
ングの講座を開催する。

○ ○

4 海岸生物観察会 対面
小学生対象に海岸で生き物観察をしてもらい、心
身発達の一助とする。

○

5 ウニらんたんを作ろう 対面

ウニから環境問題を学ぶ。
ウニの殻等を利用して作品を完成させる達成感を
味わってもらい、自分で考えて作ることで創造力
を育てる。

○

6
レッツ!トライ!ボランティ
ア!!2024

対面

小学校3年生から中学生を対象に福祉、平和、防
災等幅広い分野について学習する。その成果を福
祉施設や公民館まつり等で発表し、地域社会に還
元する社会体験事業。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7
ペットボトルでソーラーラン
タンを作ろう

対面
環境のことを学びながら、楽しい工作教室を開催
する「子ども環境教室」。

　 ○

8 やぎさんふれあい広場 対面

やぎとのふれあい、餌やりを中心とするふれあい
学習。身近な動植物に親しみをもって接し、生命
の尊さに気づき、いたわったり、大切にしたりし
ようとする気持ちを育てる。

○

9
（5館・青少年会館連携）
（仮称）情報リテラシー講座

対面・Zoom

令和5年度に引き続きKENTEM（株式会社建設シス
テム）と連携して実施。インターネットの情報を
正しく理解し、それを適切に判断、運用できる能
力を身に付ける講座。

実施時期等未定

10
（5館連携）
ドローン活用事業

対面・Zoom
令和4年度に寄附されたトイドローンの活用事
業。

実施時期等未定

2　家庭教育支援関連事業

№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 乳幼児健康相談 対面
こども育成相談課と共催。
乳幼児の心身の健康と発達を支援し、母親の育児
サポートを行う。

18 11 17 23

2 おちゃっぴ粘土教室 対面
カラフルで手にくっつきにくく、小さな子どもに
も扱いやすい粘土を使って、オリジナル粘土キャ
ラクターを作る。

6

3 親子贅沢味噌作り教室 対面

通常の味噌作りより2倍量の糀を使って作る＜贅
沢味噌＞は甘く子どもも食べやすい。味噌作り初
心者にはわからない保存の仕方や、保存中起こり
うるカビがどうして発生するのか、その対処の仕
方についても親子で楽しく学ぶ。

○

4 キムチを漬けよう！ 対面

生活習慣を見直し、腸内環境のバランスを整えた
いという人が増えている。発酵の力によって腸内
環境を整える効果が期待できるキムチを手作り
し、健康増進を図る。

○

5
ママのためのピラティス
（託児付き）

対面

体のバランスを整えるピラティスを学び習得する
ことで、子育て中で自分のために時間を作ること
が難しい母親でも、自宅で容易に健康増進を実践
できる。

○

6
クリスマススリースを作ろう
（託児付き）

対面

子育て中の母親が公民館に集まる機会をつくるこ
とにより、孤独にならず、母親同士で交流できる
ようにする。また、リースの自然素材を扱うこと
で気持ちのリフレッシュ効果も見込める。

○

7 発酵を学ぼう 対面

無理なく糀を生活に取り入れて、食を通した体づ
くりを促す。簡単にできる発酵調味料の作り方を
学び、毎食事に取り入れることで腸内の環境を整
える。

○
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2　家庭教育支援関連事業　つづき

№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

8 親子可愛い工作教室 対面
デザインの発想力や想像力を養い、脳を活性化し
オリジナリティーをはぐくむ。もの作りの楽しさ
を体験する。

○

9 かめさんのおうち 対面

地域のつながりの希薄化や核家族化などの社会の
生活変化が著しい。子育て仲間とお互いの子育て
の不安や共感を得る機会も少ない中、年齢の近い
子どもを持つ保護者同士の交流の機会を作る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 保育園のびのび広場 対面

保育園や幼稚園にまだ通っていない子どもを対象
に、集団生活へのきっかけになる場を提供。保育
士が年齢の近い子どもを持つ保護者同士の交流の
機会を作る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 ほしつ☆メソッド 対面

こども育成相談課と共催。
子どもへの伝わりやすい言い方・ほめ方・注意の
仕方をロールプレイを交えて練習する講座。（2
歳児の保護者対象・1回）

○

3　シニア事業

№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 メイク講座　他 対面

花王グループカスタマーマーケティング㈱との公
民連携事業。メイク講座は年齢や時代・流行に左
右されず、誰にも似てない、その人だけの輝きを
引き出す講座 他。

2 シニアのための保健体育 対面
高齢者の健康づくりと交流、高齢者支援リーダー
の活躍の場。

3 （仮称）スマホ講座 対面
シニア世代のスマートフォンの使い方を支援す
る。

○

4 （仮称）大人リトミック講座 対面
子ども向けが多いリトミックの手法を大人向けに
して、音楽に親しみながら、身体の活性化を図
る。

実施時期等未定

4　博物館連携事業

№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 未定 対面
検討中（ハーバリウム、瓦づくり、生き物観察
会、土器づくり）。

実施時期等未定

5　地域課題解決等事業

№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 手づくり布ぞうり 対面
古い浴衣を使って布ぞうりを作る。
自分たちの学びを地域に還元できる事業方向とす
る。

16
23

○

2 対面
（春）ウォーキンングの楽しさを知り健康増進を
図る。

○

3 対面
（秋）ウォーキンングの楽しさを知り健康増進を
図る。

○

4 対面

(番外編　水彩スケッチ）
ウォーキンング番外編として、スケッチしながら
ウォークを楽しむ。同じ目的を持った仲間づくり
の場とする。

○

5
日本の年越し　しめ飾りづく
り

対面
年越し行事のしめ飾りづくりを体験し地域交流を
図る。

14
15

6 かがわサロン 対面
スポーツ、健康、歴史、生活、食、経済、音楽、
情報など多方面から時代に即したテーマを選び、
地域の活性化を図る。

実施時期等未定

7 普通救命講習会 対面
消防指導課と共催。救急車がくるまでの、救命処
置、応急手当を身につけ生存率、社会復帰率を上
げる。

○

8 夏休み学習室開放 対面
空いている部屋を宿題や勉強の場として提供す
る。

○ ○

9 卓球開放 対面 小学生以上を対象に体力向上と仲間づくり。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 庭木の剪定教室 対面
庭木剪定の基礎的な技術を公民館の敷地内の庭木
を題材に実地指導と並行して学ぶ。

2

毎月1回（基本第2火曜日）開催

かがわ健康ウォーク
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5　地域課題解決等事業　つづき

№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

11 パーソナルカラー講座 対面
春夏秋冬のパーソナルカラーを学び、セルフ
チェックをしながら自分に似合うカラーグループ
を見つける。

実施時期等未定

12 現役世代のがん防災 対面・Zoom
2人に1人ががんになる時代。いざがんを告知され
たときに慌てないためにも事前にがんに関する情
報について学ぶ。

○

13 子どもの靴の選び方(託児付） 対面
成長期の子どもの靴選びは、筋肉や骨にも影響す
るほど重要なこと。正しい靴選びについて学んで
もらう。

　 ○ 　 　

14 初めての己書講座 対面

自著による手紙や年賀状を書くことが少なくなっ
た。それによって自分の書く文字に自信が持てな
くなり、さらにメールなどに頼ってしまうという
状況を改善する。

○

15 一眼レフ初心者カメラ教室 対面

一眼レフやミラーレスカメラの軽量化が進み、誰
でも気楽にカメラを手にすることが増えた。しか
し、実際はカメラの複雑な機能や扱い方がわから
ず、学ぶ機会も少ないため、その使い方を学ぶ。

○ ○

16 親子の講座（藤沢友の会） 対面 検討中 実施時期等未定

17
（5館連携事業）
（仮称）民間企業との連携講
座

対面・Zoom
民間団体の技術・ノウハウ等を活かし、地域課題
解決に取り組む。

実施時期等未定

18
（5館連携事業）
（仮称）姉妹都市10周年事業

対面・Zoom

ホノルル市・郡との姉妹都市協定締結１０周年を
記念し、ホノルル５館連携事業や、主催事業にお
いて、関連事業に「姉妹都市協定締結１０周年」
の冠を付け実施する。

実施時期等未定

6　学習成果活用・学習情報提供事業

№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 第34回公民館まつり 対面
公民館まつり実行員会を中心にサークル活動の発
表や展示、バザー、模擬店等を2日間にわたって
開催する。

実施時期等検討中

2 夏休み自由広場 対面
公民館利用サークルの活動を小・中学生が体験す
る。

○

3 主催事業情報「かがわ」発行 公民館主催事業のＰＲ。 ○ ○ ○ ○

4 公民館報「こもれび」発行 公民館からの情報発信。 ○ ○

5
（5館連携事業）
公民館フェスタ

対面 市民に対して公民館の普及啓発活動を行う。 ○ ○

6
（5館連携事業）
公民館ウィーク

対面
市役所ふれあいプラザでのパネル展示・チラシ配
架等を行う。

○

7　公民館利用者活動支援事業    

№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 公民館利用者懇談会 対面

公民館の利用団体で組織される懇談会。活動内容
でブロックに分かれ、ブロック代表である世話人
会を中心にサークル体験、学習会、清掃活動、広
報誌発行などを行う。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 公民館利用者懇談会5館協議会 対面 5公民館の利用者代表による意見交換会。 実施時期等未定

8　次世代育成ネットワーク事業

№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 小学生公民館見学 対面
近隣小学校の総合的学習の時間に協力し、子ども
たちに公民館を知ってもらい利用促進につなげ
る。

実施時期等未定

2 職場体験の受け入れ 対面
近隣中学生に公民館の仕事について理解してもら
う。

実施時期等未定

3/4



9　公民館運営審議会等          

№ 事　業　名 方法 事　業　の　概　要 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 公民館運営審議会 対面

館長の諮問に応じ、公民館における各種の事業の
企画実施につき調査審議する。
（定例会：年2～3回、社会教育課主催研修会：年
1～2回）

○ ○ ○

2
公民館運営審議会委員連絡協
議会

対面 5公民館の審議会委員で構成する連絡協議会。 実施時期等未定

3
公民館長・公民館運営審議会
委員等研修会

対面
県公民館連絡協議会主催の研修会に公運審委員が
参加する。

○

※日程や内容は変更になることがあります。

4/4


	香川公民館(会議提出用) 

